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１ 研究主題設定の理由 

今日，日本社会の様々な領域において，構造的な変   

化が進行している。産業構造の劇的な変化，AI（人工   

知能）に代表される情報革新など，我々の生活の様々  

な側面で多様なパラダイムが急速に転換している。学 

校生活から職業への就労移行プロセスに問題を抱える 

若者が増え，19 歳から 35 歳までの年齢層で，若年無  

業者が全国で約 56 万人に達し，社会問題となってい 

る。このような産業や経済の変容から，生徒たちが将来 

に不安を感じ，学校での学習に自分の将来との関係で 

意義が見いだせず，学習意欲が低下し，学習習慣が確 

立していないといった状況が指摘されている。 

学習指導要領総則では，特別活動を要として生徒の  

社会的自立，職業的自立を図るキャリア教育が明記さ 

れ，全ての教育活動においてキャリア教育の視点で展 

開されることが求められている。 

令和元年度の全国学力・学習状況調査やキャリア教育  

アンケートの結果，本校生徒のキャリア発達の課題(４  

段階評価の平均値)として，自己効力感・自己肯定感， 

自主性，コミュニケーション能力が課題であることが明 

確となった。また，同年に実施した教職員及び保護者へ 

のアンケート結果から，「生き方を学べる学校であって 

ほしい。」，「学力を伸ばす学校であってほしい。」「地域 

とともにある学校であってほしい。」，「安心・安全な学 

校であってほしい。」という願いがあることが分かった。 

このことから，「学びと社会がつながること」を生徒が実 

感できる教育の実践と錦江町の活性化につながる 

キャリア教育の実践という課題を見付け，課題解決の 

ため，以下の二点に取り組むこととした。一点目は，  

「教育活動全体を通じ，生徒一人一人の進路意識を 

高め，学業の必要性や意義を実感し，自分の生き方や在り方と結び付けた教育」の実践をすること。二点 

目は，「社会的・職業的自立に向け，必要な基盤となる能力や態度を発達の段階に応じて育成すること」

である。（図１） 

 

 

 

 

 

 

 

本校生徒については，これまでの様々な調査結果（全国学力・学習状況調査，鹿児島学習定着度調査

等）から，「ある状況の中で目標を達成するための能力を自らもっていると思える認識」や自主性，コミュニ

ケーション能力に課題が見られた。また，学力向上のためにも，学習指導要領で重視されている「特別活動

を要としつつ，各教科の特質に応じてキャリア教育の充実を図ること」を意識した授業構想も必要だと考え，

「物事を前向きに捉え，考え，行動する力」や「基礎的・汎用的能力」を高める授業改善の取組として「振り返

りの工夫」を設定し，授業実践を行った。 
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２  研究の目標 

 

 

本校生徒に様々な教育活動を通して，「振り返りの力」が身に付けば，「未来を見通す力」が身に

付くと考え，研究主題を設定した。「未来を見通す力」を，本校では，「基礎的・汎用的能力をもち，

物事を前向きに捉え，考え，未来に向かって行動する力」と捉えた。  

 

３  研究仮説 

各教科の授業における「振り返りの工夫」や諸活動においてキャリア・パスポートの活用，長期的視点に

立つ錦江スタンダードの作成と活用を行えば，未来を見通す力をもつ生徒を育成できるのではないか。 

 

４  研究の方向性 

校内研修において，本校は「キャリア教育に視

点を当てた振り返りの工夫」と研究テーマを設定

し，日々の授業における振り返りシートやキャリ

ア・パスポート，錦江スタンダードを４年間取り組

むことでキャリア教育を推進してきた。「各教科

の振り返りの工夫」を重点的取組として，「キャリ

ア・パスポートの活用」，そして，小中連携で作成

した「錦江スタンダード」という三つの取組から，

研究仮説として，振り返りの力を身に付けさせる

ように注力すれば，「未来を見通す力をもつ生徒

の育成」につながっていくだろうと考え，研究主

題を設定した。一つ目は，特別活動を要として，

「各教科等の特質に応じた振り返りシートの活用

からキャリア教育の充実」を図ったことである。

二つ目は，全教育活動を通じて行うキャリア教

育を効果的に進める「社会に開かれた教育課程」や「キャリア・パスポートの作成と活用」である。三つ目

は，異校種間で協働したキャリア教育を実践できるシステム（錦江スタンダード）の開発・実践である。（図２） 

この三つの柱を設定し，研究実践を深め，これからの学校教育におけるキャリア教育の在り方を探究し

ており，学力向上における振り返りの工夫による取組に関しては４年目である。 

 

５  研究の協力性 

校内研修を進める上で，以下の四点について，協力・連携して取組を行った。 

一点目は，校内の協働組織である。学校の教育活動全体を通じて行うキャリア教育を効果的に進めてい

くため，校長のリーダーシップの下，校内の組織体制を整備し，学年や学校全体の教師が共通の認識に立っ

て指導計画の作成と実践をした。全職員が，それぞれの役割・立場において協力して指導に当たった。 二

点目は，家庭との協働である。キャリア教育を進めるに当たり，家庭（保護者）の役割やその影響を PTA や

学校ブログ・学校便り等を通じて発信し，家庭（保護者）との共通理解を図りながら進めた。三点目は，地域

や企業との協働である。生徒に将来の生活や社会，職業などとの関連を意識させ，キャリア発達を促すため，

新型コロナウイルス感染症対策を講じつつ，新しい形での職場体験活動や社会人講話等の機会を確保し

未来を見通す力をもつ生徒の育成  ～キャリア教育に視点を当てた授業づくり～ 



3 

た。また，「社会に開かれた教育課程」の理念の

下，幅広い地域住民等(キャリア教育や学校との

連携をコーディネートする専門人材，高齢者，若

者，PTA・青少年団体，企業・NPO 等)と目標やビ

ジョンを共有し，連携・協働して生徒を育んだ。四

点目は，異校種間の協力・連携・協働である。

（幼）・小・中・高等学校で組織的かつ計画的な進

路指導・キャリア教育を行うために，各校種のつな

がりが明確となる「錦江スタンダード」を作成・活用

し，本校を中心とした小中高連携研修会を定期的

に実施している。（図３） 

 

６  研究の継続性 

令和元年度における本校の課題は，学力向上であり，そ

の解決に向けて，全教科を通じて振り返りシートの活用を始

めた。また，キャリア・パスポートの作成にも取り組み始めた。

令和２年度，小学校から中学校までの錦江スタンダードを作

成した。令和３年度，未来を見通す力をもつ生徒の育成の

ため，キャリア教育の視点に立った授業改善に取り組み始

めた。また，錦江スタンダードでは，「幼稚園から高校まで」

を作成した。このような校内研修での取組における継続性

は，以下の三点が挙げられる。一点目は，学習や生活の見

通しを立て，振り返る教材（振り返りシート）を４年間，継続し

て活用している。振り返りシートは，小中連携を通じ，錦江町

の全学校で実践活用しているため，学校，家庭及び地域に

おける学習や生活の見通しを立て，学んだことを振り返りな

がら，新たな学習や生活への意欲につなげたり，将来の在り

方や生き方を考えたりする継続的な教育実践が継続できて

いる。さらに，日常生活を通じてキャリア教育につなげる振り

返りシートと関連付けた教室掲示も継続的な取組の一助と

なっている。二点目は，キャリア・パスポートの４年間の継続

的活用である。継続的に学びのプロセスを記述し，振り返る

教材として，錦江町全ての学校でキャリア・パスポートを作成

している。小・中・高等学校の異校種間の引継ぎについて，

定期的に研修会を設け，組織的な取組が継続して行われて

いる。三点目は，「錦江スタンダード」の活用である。４年前

から，本校を中心として，幼稚園から高校までの 15 年間に渡るキャリア教育の全体計画を作成し，錦江町

全ての学校にて，継続的な実践が実現できている。発達の段階に応じた体系的・系統的なキャリア教育を

保護者や地域とも共通理解し，地域全体でキャリア教育の推進，継続的な実践できるよう取り組んでいる。

なお，これら三点の取組については，最低 10 年間をめどに今後も活用を継続していく。（図４） 
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７  研究の構想 

「未来を見通す力をもつ生徒の育成」のために，「振り返りを効果的にする視点」として授業改善に取り 

組むに当たり，本校の校訓である，「自主・友愛・忍耐」を勘案し，「見通す力・広げる力・学び行く力」と設 

定し，以下の構想図を職員で共通理解して，校内研修に取り組んだ。（図５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８  研究の実際 

日常の教科等の学びにキャリア教育の視点を入れた「振り返りシート」の実践を通して，「単元の学習内容」

や「単元のねらいを達成するための授業展開の中にキャリア教育としての価値」を見いだし，それを意識して

学習へ取り組むことで，教科等の教育と社会をつなぐ教育を実践した。 

「振り返りを効果的にする視点」として，「見通す力」・「広げる力」・「学び行く力」のそれぞれで，「目指す

生徒の姿」を設定し，それがキャリア教育で育成すべき「基礎的・汎用的能力」（自己理解・自己管理能力 / 

課題対応能力 / 人間関係・社会形成能力 / キャリアプランニング能力）と，どのような関連があるかを分

類した上で，「振り返りの工夫」につなげる教育実践を行った。以下に視点ごとの振り返りの工夫を掲載する。 

 

図５ 研究の構想 
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⑴  振り返りを効果的にする視点：見通す力 

目指す生徒の姿を設定し，各教科（英語科・理科をここでは紹介する）で，「目指すゴールの姿や具体

的な相手や場面をイメージできるめあての設定」，「現象について予想を立てる場面での話合い活動」を

通して振り返りを効果的にしていく視点が明らかになった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a「見通す力」を育む教育実践例 ①  

振り返りを効果的にするために，「目指すゴールの姿」や「具体的な相手や場面」をイメージできる，め

あてを生徒とともにつくることで，「見通す力」を育成する授業づくりの実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 「見通す力」を育む教育実践例 ②  

振り返りを効果的にするために，現象について予想を立てる場面での話合い活動を実践することで，

「見通す力」を育成する授業づくりの実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「見通す力」：目指す生徒の姿 

１   「前の時間に，私はどこまでできたのか」と思い出している。  (自己理解・自己管理能力) 

２  めあてを書く前に，今日することを自分で考えている。       (キャリアプランニング能力) 

３  自分が分かっていることは何で，まだ分かっていないことは何かを考えている。  

(課題対応能力) 

４  めあてを書いた後，「これはできる(分かる)ようになりたい」という目標をもてている。 

                                       (人間関係形成・社会形成能力) 

５  めあてを書いた後，「答えはどうなるのかな」や「どうやったらできそうかな」と考えている。 

                                                 (課題対応能力) 
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振り返りを効果的にする視点（見通す力）の成果としては，生徒の学ぶ意欲の向上や自ら課題を見付

け，解決する手段や方法を考え，進んで学ぼうとする姿が見られた。また，学んだことを「どう使うか」を理

解していると効果的な振り返りにつながった。課題としては，学習意欲は徐々に醸成されるものであり，変

容を捉えるには，ある程度の時間が必要であるため，今後も継続して取り組む必要があることが分かった。 

 

⑵  振り返りを効果的にする視点：広げる力 

目指す生徒の姿を設定し，各教科（家庭科・保健体育科）で，「振り返りから気付いたことを広げた授業

づくり」，「話合い活動の工夫」をすることで，振り返りを効果的にする視点が見られた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

a「広げる力」を育む教育実践例 ①  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a「広げる力」を育む教育実践例 ②  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りを効果的にする視点（広げる力）の成果としては，各教科において，話合い活動から思考したり，

表現したりする場面が見られた。他者に対して積極的に働き掛け，協働して課題解決に取り組んだことが

効果的な振り返りの取組にもつながっていた。課題としては，話合い活動以外に，振り返りの工夫につな

がる「広げる力」を工夫していく必要があることが分かった。 

○  「広げる力」：目指す生徒の姿 

１  ノートや黒板を見て，「ここまでは分かっているかな」と確認している。 

(自己理解・自己管理能力) 

2  「どんな方法で考えたらいいのかな」と考えている。           (キャリアプランニング能力) 

３  分からなくなったら，「どこで分からなくなったのかな」と考えている。      (課題対応能力) 

４  分からなくなったら，違う考え方や解き方を確かめている。               (課題対応能力) 

5  自分の考えと比較しながら友達の考えを聞いている。      (人間関係形成・社会形成能力) 
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⑶  振り返りを効果的にする視点：学び行く力 

目指す生徒の姿を設定し，全教科の特質に応じた振り返りの工夫が見られた。ここでは，数学科・英語

科の振り返りを効果的にする振り返りシートの工夫を掲載する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a「学び行く力」を育む教育実践例 ①  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a「学び行く力」を育む教育実践例 ②  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りを効果的にする視点（学び行く力）の成果としては，生徒が課題に対して既習事項を活用した

り，深く考えたりすることができるようになった。また，学習した内容を次の課題や日常生活に結び付けて

考えたり，行動に生かしたりして挑戦しようとする姿が見られた。課題としては，関連付けさせるために，基

礎的・基本的な学習内容の定着が重要となり，基礎・基本を徹底させる取組が必要であることが分かった。 

 

○  「学び行く力」：目指す生徒の姿 

１  めあてで書いたことが，できた(分かった)かどうかを振り返っている。 

(自己理解・自己管理能力) 

2  「自分の考えが(授業前と比べて)どのように変わったか」を考えている。 

   (自己理解・自己管理能力) 

3  「新しく分かったこと」が何かを確かめている。                         (課題対応能力) 

4  「友達の意見を聞いて，分かったことがあるかな」と考えている。 

 (人間関係形成・社会形成能力) 

5  「次の時間にしてみたいこと」を考えている。                  (キャリアプランニング能力) 
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⑷  振り返りを効果的にする視点：キャリア・パスポートや「錦江スタンダード」を活用した学級活動 

錦江中学校区では，幼・小・中・高の15年

間において取り組めるキャリア・パスポート

や「錦江スタンダード」の活用を実施して

いる。異校種間での体験活動をその後の

学習に生かす「錦江スタンダード」の作

成，校種を越えて活用できる収録シート

や資料等の厳選，実施事前・事後の学習

を充実させる振り返りシートの工夫，振り

返りの際の教師と保護者，地域人材ととも

に実施する「対話的な関わり」を重視した

実践等を行った。また，「地域・企業等と

の連携による体験を通した学び」の実践

を行った。「社会に開かれた教育課程」を

踏まえ，錦江町の未来を創る事業として，

家庭，地域，錦江町役場，錦江町教育委員会，一般企業(i.club)等と連携を取り，「錦江町アントレプレナー

シップ教育事業」を実践した。職業人講話や職業人インタビュー，職場体験活動を通した学びは，生徒が

社会や未来の自分の世界との接点を発見する場となり，新たな学習課題や興味を発見し，自分に不足

する部分や自己の発展・成長の可能性に気付く機会となっている。（図６） 

 

９  研究の成果と今後の課題 

３年生を対象に，アンケー

トを令和３年度と令和４年度

に実施した（図７）。令和４年

度のアンケート結果から４つ

の基礎的・汎用的能力の全

てにおいて，４段階のうちの

３段階以上の評価に向上し

た。アの項目から個々の課

題やすべきことを自覚し，見

通しをもって主体的・計画的

に活動するようになったこと

が分かる。イとウの項目から

自分や他者の考え・立場を理解しつつ，話合いに積極的に参加できていることが分かる。エとオの項目から，

学びがどの程度身に付いたか振り返ることにより，学びの有用性や必然性を見いだし，学びから新たな気付

きを得たり，自信を深めたりすることにつながっていることが分かる。オとカの項目から，多くの成就感・達成

感を得てきた生徒が，自己肯定感や自己効力感が高く維持されていることが分かる。キとクの項目から，学

んだことを「どう使うか」，社会でどのように役立つのか，生徒自身が身の回りのことに置き換えていることが分

かる。 

「振り返りの工夫」について，「生徒がどのように感じているか」のアンケート結果では，「振り返り活動」に 
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ついての授業の経過に従って，「見通す力」が育まれてい

ることを感じ始めた生徒が増えていることが分かる。（図８） 

また，全教科で振り返り活動に取り組んだ結果，学力

向上にもつながった。「キャリア教育に視点を当てた授

業づくり」を研究テーマとして，全教科で「振り返りの工

夫」に取り組んだことにより，キャリア教育に関わる意識

の向上だけでなく，学力面でも，「思考力，判断力，

表現力」等の課題の改善が見られている。黄色は県

平均を超えた数値である。経年比較をしてみると，上

がっている教科が多いことが分

かる。（図９） 

卒業時のアンケート結果で

は，「中学校３年間の授業を通し

て，あなたが学んだことは？」とい

う質問の回答から，卒業時，「未

来を見通す力をもつ生徒」が育ま

れていることが伺える。（図 10） 

 

⑴  研究の成果 

○  学習の目的をより明確にし   

たり，個人の目標を設定した 

りすることで，学習活動の意  

義を意識しながら，主体的に 

活動するようになった。また，対話的な活動を通

じ，学び合いを活性化することで，自己の考えを広げ

深め，他者に対して積極的に働き掛けるようになった。 

○  振り返りに全教科で取り組むことにより，生徒  

は，自分や友達のよさに気付き，次の学習へつな

げる意識をもつようになった。 

○   「錦江スタンダード」を通じて異校種間で児童生

徒に身に付けさせたいことを共有することで，キャリア教 育の視点で小中連携推進や授業づくりをす

ることができた。また，目指す児童生徒の姿を，具体的に設定することにより，目指す児童生徒像が鮮明

になり，共通実践することができた。 

○  キャリア・パスポートを活用して，様々な体験活動後の取組で，保護者のコメント記入欄を設け，指導と

評価の工夫等を通じて，少しずつではあるが，確実に将来に向けての成長につながる目標設定ができ

る生徒，将来の目標や進路について親子で話合いをする生徒が増えてきている。 

 

(2)  今後の課題 

△  より深い学びとするため，各授業での振り返りの更なる工夫をする必要がある。 

△  異校種連携の系統的な内容を明確にし，より探究的な学習となる工夫をする。 

△  個に応じたきめ細やかな指導を必要とする。キャリアカウンセリングの技法等の研修を深めていく。 


